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図
書
館
に
は
現
在
、
書
籍
・
雑

誌
、
ビ
デ
オ
、
Ｃ
Ｄ
を
併
せ
て
二

万
九
千
五
百
九
十
二
冊
の
書
物
等

が
あ
り
ま
す
。
書
籍
の
中
に
は
一

般
書
、
児
童
書
、
絵
本
な
ど
が
あ

り
、
幅
広
い
人
が
利
用
で
き
る
よ

う
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
動
画

を
と
お
し
て
本
に
興
味
を
持
っ
て

い
た
だ
く
た
め
に
ビ
デ
オ
等
が
用

意
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

閲
覧
コ
ー
ナ
ー
が
用
意
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
場
で
読
む
こ
と
や
、
視

聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

自
宅
で
ゆ
っ
く
り
楽
し
み
た
い

と
い
う
方
に
は
、
貸
出
し
の
制
度

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
に
は
、

図
書
館
へ
一
度
登
録
し
て
、
図
書

カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
登
録
し
ま
す
と
一
回

に
最
大
五
冊
ま
で
を
、
二
週
間
を

限
度
に
借
り
ら
れ
ま
す
。

　

図
書
館
を
出
来
る
だ
け
多
く
の

方
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

本
年
度
小
学
校
に
入
学
し
た
児
童

を
対
象
に
、
既
交
付
者
を
除
い
た

全
員
に
図
書
カ
ー
ド
を
配
布
し
ま

し
た
。
今
後
、
二
年
生
以
上
に
も

順
次
配
布
し
て
い
く
計
画
で
す
。

ま
た
、
当
図
書
館
に
無
い
本
で
も

他
の
連
携
し
て
い
る
図
書
館
や
県

立
図
書
館
か
ら
借
り
た
り
、
購
入

す
る
な
ど
し
て
要
望
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
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こ
れ
ま
で
に
大
人
で
千
八
百
冊
、

児
童
で
は
七
百
冊
近
く
借
り
て
い

る
人
が
い
ま
す
。
皆
様
も
図
書
館

を
利
用
し
て
た
く
さ
ん
本
を
読
み

ま
し
ょ
う
！
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伊
豆
文
邸
は
明
治
四
十
三
年
ご

ろ
に
建
て
ら
れ
た
、
な
ま
こ
壁
の

木
造
建
築
。
当
時
は
、
呉
服
店
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

平
成
十
七
年
に
所
有
者
か
ら
町
に

建
物
が
無
償
提
供
さ
れ
た
の
を
受

け
、
内
部
及
び
周
辺
の
整
備
が
進

め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
整
備
さ
れ
た
の
は
、
ト
イ

レ
、
駐
車
場
、
な
ま
こ
壁
の
蔵
の

修
復
に
併
せ
、
隣
接
す
る
園
地
に

足
湯
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
総
事

業
費
は
約
千
二
百
万
円
で
�
鈴
善

工
務
店
が
施
工
し
ま
し
た
。
足
湯

は
屋
根
付
き
で
広
さ
約
十
平
方
�
。

六
人
く
ら
い
が
腰
掛
け
て
足
湯
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
施
設

内
に
は
女
性
が
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
を

脱
げ
る
よ
う
に
更
衣
室
も
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
四
月
の
オ
ー
プ
ン

以
来
、
地
元
の
利
用
者
も
多
く
、

観
光
客
と
の
語
ら
い
の
場
と
し
て

早
く
も
人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

伊
豆
文
邸
周
辺
の
清
掃
作
業
等

は
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

の
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

長
者
ヶ
原
周
辺
は
山
ツ
ツ
ジ
の

群
生
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
長
者
ヶ
原
に
通
じ
る
遊

歩
道
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

平
成
十
八
年
度
で
整
備
さ
れ
た

の
は
、岩
科
側
の
指
川
か
ら
の
ル
ー

ト
約
二
千
七
百
�
、
山
口
か
ら
の

ル
ー
ト
約
二
千
五
百
�
、
雲
見
か

ら
の
ル
ー
ト
約
三
千
�
の
三
路
線

で
す
。
岩
科
側
か
ら
の
二
路
線
は

既
存
の
山
道
を
整
備
し
、
誘
導
標

識
や
階
段
を
設
置
し
ま
し
た
。
雲

見
側
か
ら
の
ル
ー
ト
は
清
掃
セ
ン

タ
ー
手
前
を
天
神
原
方
面
に
少
し

入
っ
た
と
こ
ろ
を
起
点
に
尾
根
沿

い
を
通
る
ル
ー
ト
約
三
千
�
を
整

備
し
ま
し
た
。
総
事
業
費
は
約
一

千
万
円
。
尾
中
建
設
�
が
施
工
し

ま
し
た
。

　

今
年
度
は
継
続
し
て
石
部
棚
田

か
ら
長
者
ヶ
原
に
通
じ
る
遊
歩
道

整
備
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
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松
崎
港
の
海
岸
線
は
、
堤
防
が

改
良
さ
れ
嵩
上
げ
が
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
町
の
中
心
市
街
地
北
部
の

海
岸
に
位
置
す
る
準
用
河
川
南
川

は
、
河
口
部
が
口
を
開
け
た
状
態

で
、
南
川
か
ら
の
津
波
の
遡
上
に

よ
る
浸
水
被
害
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

特
に
南
川
の
河
口
周
辺
に
は
、

防
災
拠
点
で
あ
る
松
崎
警
察
署
や

下
田
土
木
事
務
所
松
崎
支
所
が
あ

り
、
津
波
に
よ
る
浸
水
被
害
で
警

察
機
能
や
防
災
機
能
が
ま
ひ
し
て

し
ま
う
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
町
で
は

地
元
江
奈
全
区
の
強
い
要
望
を
受

け
、
台
風
に
よ
る
波
浪
か
ら
の
浸

水
被
害
の
発
生
や
東
海
地
震
の
発

南
川
の
現
状

生
に
伴
う
大
規
模
な
津
波
被
害
の

発
生
を
防
止
す
る
た
め
に
、
国
・

県
に
南
川
水
門
の
早
期
整
備
を
要

望
し
て
き
ま
し
た
。
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事
業
概
要

　

事
業
は
、
静
岡
県
が
海
岸
高
潮

対
策
事
業
と
し
て
平
成
十
七
年
度

か
ら
総
事
業
費
約
四
億
円
で
進
め

て
い
ま
す
。

　

平
成
十
七
年
度
に
地
質
調
査
・

全
体
設
計
、
平
成
十
八
年
度
で
水

門
躯
体
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
部
）
開

閉
機
製
作
、
戸
当
り
製
作
設
置
、

今
年
度
に
ゲ
ー
ト
製
作
取
付
け
、

操
作
室
設
置
、
電
気
設
備
と
左
岸

胸
壁
を
設
置
し
完
成
の
予
定
で
す
。

　

水
門
の
形
式
は
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ

ム
合
金
製
ロ
ー
ラ
ゲ
ー
ト
、
高
さ

は
、
干
潮
面
か
ら
一
一
・
六
五
�
、

幅
二
二
・
六
�
、
長
さ
一
五
・
二

�
、
純
径
間
一
〇
・
五
�
の
一
門

設
置
で
、 震
度
五
以
上
の
地
震
で
自

動
落
下
す
る
よ
う
な
設
計
と
な
っ

て
い
ま
す
。

事
業
効
果
と

 

今
後
の
対
応

　

町
が
作
成
し
た
津
波
・

避
難
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
で
は
、
那
賀
川
及
び

南
川
の
耐
震
施
設
の
整
備
に
よ
る

浸
水
範
囲
の
縮
小
と
早
期
の
避
難

開
始
が
効
果
的
で
あ
る
と
の
結
果

が
出
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
浸
水
域
や
避
難
場
所
、

避
難
経
路
、
危
険
箇
所
な
ど
網
羅

し
た
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
配

布
を
通
じ
て
防
災
意
識
の
向
上
、

避
難
対
策
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、

那
賀
川
河
口
の
地
区
で
説
明
会
を

開
催
し
、
施
設
整
備
に
関
す
る
意

見
を
集
約
し
て
い
き
ま
す
。
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四
月
か
ら
、
下
田
市
、
賀
茂
郡

の
一
市
五
町
で
構
成
す
る
南
伊
豆

地
区
合
併
調
査
委
員
会
事
務
局
が
、

県
下
田
総
合
庁
舎
に
設
置
さ
れ
ま

し
た
。
同
事
務
局
に
、
下
田
市
、

河
津
町
、
松
崎
町
か
ら
専
従
職
員

が
各
一
人
出
向
し
、
各
市
町
の
財

政
等
基
礎
調
査
、
合
併
の
支
援
策

や
合
併
制
度
の
研
究
、
新
市
の
財

政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
基
本
的

な
考
え
方
の
調
査
研
究
を
行
っ
て

い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

調
査
研
究
の
結
果
に
つ
い
て
は
、

本
年
十
二
月
ま
で
に
、
首
長
や
議

員
、
市
民
や
町
民
が
合
併
の
是
非

に
つ
い
て
し
っ
か
り
と
判
断
で
き

る
資
料
と
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
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蛍
の
飛
び
交
う
季
節
と
な
り
、

雲
見
・
石
部
地
区
で
は
、
蛍
を

生
息
さ
せ
る
こ
と
で
、
環
境
保

全
と
観
光
振
興
を
図
ろ
う
と
す

る
動
き
が
あ
る
。

　

雲
見
地
区
は
、
旧
清
掃
セ
ン

タ
ー
付
近
の
沢
に
幼
虫
を
放
し

た
様
子
で
あ
る
。
こ
の
初
夏
に

は
、
蛍
の
乱
舞
が
見
ら
れ
る
で

あ
ろ
う
か
。

　

石
部
地
区
に
お
い
て
は
、
以

前
か
ら
棚
田
の
両
端
に
生
息

し
て
い
て
、
夕
刻
に
は
棚
田

の
両
端
か
ら
飛
び
交
う
蛍
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
。
時
期

は
ち
ょ
う
ど
田
植
え
の
こ
ろ
、

水
が
張
ら
れ
て
た
田
ん
ぼ
に
、

「
田
毎
の
月
」
な
ら
ぬ
「
田

毎
の
蛍
」
で
、
水
面
に
蛍
の

灯
が
映
る
様
は
幻
想
的
で
あ

る
。

　

現
在
、
富
士
常
葉
大
学
の

学
生
を
巻
き
込
ん
で
、
自
然

環
境
復
元
協
会
と
協
力
し
蛍

の
増
殖
を
図
っ
て
い
る
。
蛍

が
増
え
る
こ
と
は
、
環
境
保

全
に
つ
な
が
る
こ
と
と
し
て
大

い
に
推
奨
し
た
い
。蛍
の
灯
は
、

神
秘
性
が
あ
っ
て
、
観
光
客
に

も
大
変
喜
ん
で
も
ら
え
る
と
思

う
。

　

更
に
増
殖
を
図
っ
て
、
わ
が

町
を
「
蛍
の
町
」
と
す
る
こ
と

を
、
こ
れ
を
機
会
に
取
り
組
ん

で
み
よ
う
か
と
思
っ
た
次
第
で

す
。

ま
ち
の
で
き
ご
と

ま
ち
の
で
き
ご
と

田
ん
ぼ
を
つ
か
っ
た
花
畑

 

無
料
花
摘
み

　

今
年
も
五
月
一
日
か
ら
五
日
ま

で
那
賀
の
大
規
模
花
畑
が
無
料
の

花
摘
み
に
開
放
さ
れ
ま
し
た
。

　

訪
れ
た
人
達
は
、
汗
ば
む
よ
う

な
陽
気
の
中
、
見
頃
を
迎
え
た
ツ

マ
シ
ロ
ヒ
ナ
ギ
ク
や
矢
車
草
な
ど

の
花
摘
み
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

五
日
間
の
来
場
者
は
一
万
人
を

超
え
、三
月
か
ら
の
全
期
間
で
は
、

昨
年
よ
り
約
一
万
三
千
人
多
い
、

五
万
三
千
五
百
六
十
四
人
が
訪
れ

ま
し
た
。

赤
根
田
村
百
笑
の
里

 

田

植

祭

　

五
月
十
九
日 （
土
）、二
十
日（
日
）

の
両
日
、
石
部
の
棚
田
「
赤
根
田

村
百
笑
の
里
」
で
田
植
祭
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

県
内
外
か
ら
約
三
百
人
の
オ
ー

ナ
ー
が
集
ま
り
、
初
夏
を
思
わ
せ

る
晴
天
の
中
、
地
域
の
人
達
と
一

緒
に
田
植
え
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

順
調
な
生
育
を
願
い
、
一
株
一

株
丁
寧
に
植
え
ら
れ
た
苗
が
黄
金

色
に
輝
く
こ
ろ
に
は
、
収
穫
祭
で

稲
刈
り
に
挑
戦
で
す
。

岩
地
温
泉 

 

大
漁
ま
つ
り

　

第
三
十
一
回
岩
地
温
泉
大
漁
ま

つ
り
が
五
月
二
十
日
（
日
）、
岩

地
海
岸
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
漁
旗
を
な
び
か
せ
た
漁
船
の

パ
レ
ー
ド
が
ま
つ
り
の
幕
開
け
を

告
げ
る
と
、
郷
土
料
理
の
「
ニ
ア

イ
ナ
マ
ス
」
や
刺
身
、
う
し
お
汁

な
ど
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。
宝

探
し
や
ハ
マ
グ
リ
拾
い
も
行
わ
れ
、

訪
れ
た
多
く
の
行
楽
客
は
青
空
の

下
、
海
辺
の
一
日
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。
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※この欄に掲載を希望されない

場合は、お申し出ください。
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（平成１９年４月３０日現在）
　　　　　（　）内は前月比

　

四
月
二
十
七
日
に
北
ア
ル
プ
ス

の
山
岳
観
光
シ
ー
ズ
ン
の
幕
開
け

を
告
げ
る
上
高
地
開
山
祭
が
河
童

橋
の
た
も
と
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

県
内
外
か
ら
訪
れ
た
登
山
者
や

観
光
客
が
二
千
人
余
り
参
加
し
、

山
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

上
高
地
は
、
新
緑
に
始
ま
り
晩

秋
の
雪
が
降
る
ま
で
百
五
十
万
人

ほ
ど
の
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。

　

上
高
地
に
何
回
か
来
て
い
る
方

も
、
ま
だ
来
ら
れ
て
い
な
い
方
も

是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

今
、
上
高
地
は
フ
キ
ノ
ト
ウ
が

芽
を
出
し
た
ば
か
り
、
こ
れ
か
ら

沢
山
の
花
が
咲
き
出
し
ま
す
。

　

自
然
と
と
も
に
歩
む
上
高
地
を

楽
し
ん
で
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

姉

妹

都

市

通

信

姉

妹

都

市

通

信

帯
広
市
か
ら

松
本
市
安
曇
区
か
ら

　

昨
年
に
続
き
今
年
も
帯
広
の
ま

ち
な
か
歩
行
者
天
国（
ホ
コ
テ
ン
）

を
開
催
し
ま
す
。

　

今
年
は
、
六
月
十
七
日
か
ら
九

月
九
日
ま
で
毎
週
日
曜
日
、
計
十

三
回
の
開
催
予
定
で
、
市
民
と
商

業
者
、
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
に

ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
な
か
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

ホ
コ
テ
ン
は
市
民
が
世
代
を
超

え
て
立
ち
寄
れ
る
場
と
し
て
、
学

生
や
サ
ー
ク
ル
の
発
表
な
ど
、
楽

し
い
企
画
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

松
崎
町
の
皆
さ
ん
も
帯
広
に
来

ら
れ
た
折
に
は
、
ぜ
ひ
こ
の
ホ
コ

テ
ン
に
参
加
し
、
松
崎
町
の
こ
と

を
帯
広
市
民
に
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
６
月
、
７
月
は
帯
広

に
梅
雨
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
爽
や

か
で
す
よ
。
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人身事故　１１件　（　±０）

物損事故　３２件　（　－２）

死　　者　０人　（　±０）

傷　　者　１６人　（　＋１）

　

高
齢
者
が
要
介
護
状
態
に
な
る
主
な
原
因

に
は
、
脳
卒
中
や
衰
弱
、
転
倒
・
骨
折
、
風

邪
・
肺
炎
、
認
知
症
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
ら
は
歯
と
口
の
健
康
に
少
な
か
ら
ず
関

係
し
て
い
ま
す
。

　

歯
や
口
の
状
態
が
悪
い
と
、
食
欲
が
な
く

な
る
、
食
べ
づ
ら
い
な
ど
栄
養
状
態
に
影
響

し
ま
す
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

問
題
が
生
じ
る
な
ど
日
常
生
活
に
も
不
便
が

生
じ
ま
す
。
さ
ら
に
大
き
な
問
題
と
し
て
、

口
内
に
細
菌
が
多
い
状
態
に
な
る
と
、 
誤  
嚥 

ご 

え
ん

性
肺
炎
を
引
き
起
こ
す
場
合
も
あ
り
ま
す
。
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☆　

歯
み
が
き
・
口
腔
ケ
ア
を
き
ち
ん
と
し

ま
し
ょ
う
。

☆　

歯
を
良
く
す
る
生
活
行
動
を
（
た
ば
こ

を
吸
わ
な
い
、
甘
い
物
を
控
え
る
等
）

☆　

良
好
な
栄
養
を
十
分
摂
り
ま
し
ょ
う
。

☆　

舌
体
操
を
し
ま
し
ょ
う
。

（
口
を
開
け
て
舌
を
前
後
・
上
下
・
左
右
・

右
回
り
・
左
回
り
に
う
ご
か
す
、
次
に
口

を
閉
じ
て
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。）

高
齢
期
に
は

  
口
腔
ケ
ア
が
大
切
で
す
！

保
健
師
だ
よ
り

� � � � � �

（平成１９年４月３０日現在）

　　（　）内は前年対比

保護者性別名　前地　区

高 橋 幸 也男 楓 
カエデ

雲　見

菊 池 泰 一男 留依 
ルイ

宮　内

井 山 源 二女 愛心 
アイミ

江奈３

板 倉　 仁女 美佑 
ミユ

櫻　田

��������	�����

����������
����������届出人年齢氏　名地　区

浩　道９２関　 常 雄宮　内

廣瀬正子７６� 瀬 正 好峰　輪

みどり７６白 井　 宏中　村

治　子８８長　　三郎岩　地

懋　信８９　　 太 一岩　地

和　惠５７　 藤 重 城岩　地

　　男９２高 橋　 　雲　見
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